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第 1 章： はじめに 
 

注： この章で示される情報は CA Mediation Manager のみに適用されます。 
 

概要 

CA Mediation Manager は、モバイル ワイヤレス、光ファイバ スイッチ、無

線アクセス、3G/4G 音声、およびデータなどの非 SNMP ベースのデバイス

のパフォーマンスを監視します。 CA Mediation Manager は、データにアク

セスするための広範囲のプロトコル（たとえば、SOAP、SSH、XML、SQL、

JMS、SFTP、および HTTP）をサポートします。 

CA Mediation Manager は、プロトコル（プラグイン）サポートおよび新し

い環境への迅速な適応を可能にする拡張性も提供します。 また、CA 

Mediation Manager はすべてのプラットフォームにわたって移植可能です。 
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アーキテクチャ 

CA Mediation Manager は、2 つの主要コンポーネントおよび 2 つのサブコ

ンポーネントから構成されています。 主要コンポーネントは 

MultiController（MC）および LocalController（LC）です。  

サブコンポーネントは Engine および Presenter です。  

以下の図は一般的なアーキテクチャを示しています。 

 

アーキテクチャには、Generic Executor および Delivery Service というコン

ポーネントも含まれます。 これらのコンポーネントは上の図では表示さ

れていませんが、このガイドの後半で説明します。 
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コンポーネントの概要 

CA Mediation Manager インストール パッケージは、MultiController、

LocalController、および Web コンポーネントをインストールします。 

CA Mediation Manager インストール パッケージは、以下のコンポーネント

もインストールします。 

■ Delivery Service（LocalController の一部） 

■ Generic Executor（GE） 

デバイス パックをインストールすると、Engine および Presenter のサブコ

ンポーネントがインストールされます。 

注： 特定のデバイス パックのインストールの詳細については、

CAMM_HOME 下の DpConfig フォルダで「デバイス パック ガイド」を参照

してください。 CAMM_HOME は CA Mediation Manager がインストールさ

れるディレクトリです。 
 

MultiController 

クラスタ内に、プライマリ 1 つ、セカンダリ 1 つの 2 つまでの 

MultiController を展開できます。 クラスタあたり少なくとも 1 つの 

MultiController を展開します。 MultiController はユーザのクラスタ環境で

以下のアクションを実行します。  

■ リモート サーバ上にある LocalController コンポーネントからのハート

ビート メッセージを監視します。  

■ クラスタの一元化されたライセンス サーバとして機能します。  

■ クラスタ内のコンポーネントの集中型設定ファイルを格納します。 
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LocalController 

サブコンポーネント（Engine または Presenter）が存在するクラスタ内の各

物理サーバに 1 つの LocalController をインストールします。 LocalController 

は以下のアクションを実行します。  

■ サーバにインストールされるサブコンポーネント用の通信メカニズム

を提供します。 

■ ローカル サーバ上のサブコンポーネントのハートビート メッセージ

を監視し、障害が発生した場合、自動的にサブコンポーネントを再起

動します。 

■ 配信サービスを使用して、Engine サブコンポーネントからの出力を処

理します。 このサービスは、ローカルまたはリモート Presenter サブ

コンポーネントに圧縮して暗号化された形式で XML ドキュメントを

配信します。 
 

Generic Executor 

クラスタ内のコンポーネントはすべて、通信および実行用の共通の機能

セットを共有します。 Generic Executor（GE）は、必要なコンポーネント

の役割を作成して起動し、引き受けます。  

Generic Executor はシステム起動時に起動し、特定の TCP ポートでリスンし

ます。 MultiController のようなコンポーネントが起動する必要がある場合、

CA Mediation Manager Control Utility（cammCtrl）は Generic Executor に 

MultiController XML 設定ファイルを送信します。 Generic Executor は、この

データを受信すると、設定ファイルの情報を使用して MultiController コン

ポーネントを識別し、起動します。 
 

Delivery Service 

Engine はそのポーリング サイクルを完了すると、1 つ以上の CA Mediation 

Manager 標準の XML ドキュメントをキュー ディレクトリに生成します。 

Delivery Service はキュー ディレクトリを単独で監視し、1 つ以上のローカ

ル Presenter サブコンポーネントまたはリモート Presenter サブコンポー

ネントにデータを配信します。 

サブコンポーネントが使用不可能な場合、リモート サブコンポーネント

が使用可能になるまで、Delivery Service はキューを処理しません。 
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Engine 

Engine は CA Mediation Manager 内のメインのスレッド ポーリング エンジ

ンです。 Engine はアクティブ モードまたはスタンバイ モードのいずれか

で展開できます。 Engine は以下のアクションを実行します。  

■ XML、CSV、Telnet、SSH などを使用してデバイスから情報を収集し、

CA Mediation Manager 標準の XML ドキュメントへデータを処理します。 

■ Delivery Service によって処理するために、キューに CA Mediation 

Manager 標準の XML ドキュメントを展開します。 
 

Presenter 

Presenter サブコンポーネントは、以下のアクションを実行するスレッド 

プレゼンテーション エンジンです。 

■ Engine から CA Mediation Manager 標準の XML ドキュメントを受信し

ます。 

■ CSV、XML、SNMP、DDI などの必要な出力形式にデータをフォーマット

します。 
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第 2 章： CA Mediation Manager のインストー

ル 
 

注： この章で示される情報は CA Mediation Manager のみに適用されます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

システム要件 (P. 13) 

前提条件 (P. 14) 

インストール前のセットアップ (P. 15) 

CA Mediation Manager のインストール (P. 17) 

サービスの開始と停止 (P. 20) 

CA Mediation Manager のアンインストール (P. 22) 

CA Mediation Manager のアップグレード (P. 24) 
 

システム要件 

CA Mediation Manager は Java Runtime Environment（JRE）バージョン 1.7 以

降を必要とします。 

以下の表では、サポートされている各オペレーティング システムについ

て、必要なハードウェアの最低要件を説明します。 

  

オペレーティン

グ システム 

アーキテクチャ CPU メモリ ディスク 

Solaris 9 または 
10 

SPARC（64 ビット） 1 x 1.4 GHz 4 GB 18 GB 

Linux x86（64 ビット） 1 x 2 GHz 4 GB 18 GB 

Windows 2003 x86（64 ビット） 1 x 2 GHz 4 GB 18 GB 

Windows 2008 x86（64 ビット） 1 x 2 GHz 4 GB 18 GB 
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注： JRE とオペレーティング システム アーキテクチャの整合性を保持し

ます。 たとえば、64 ビットのオペレーティング システムでは、CA 

Mediation Manager をインストールし実行するために使用する JRE も 64 

ビットである必要があります。 JRE の最新のバージョンを使用することを

推奨します。これは Java ダウンロード サイトから取得できます。 
 

前提条件 

インストールの前提条件は以下のとおりです。 

■ Windows システム上の管理者権限 

■ Java Runtime Environment（JRE）バージョン 1.7 以降 

Java ダウンロード サイトからすべてのプラットフォーム用の Java をダウ

ンロードできます。 
 

http://www.java.com/en/download/manual.jsp
http://www.java.com/en/download/manual.jsp
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インストール前のセットアップ 

Java をインストールした後、CA Mediation Manager プロセスで使用する

ユーザ ID でサーバにログインします。 このユーザ ID は、このドキュメン

トでは CAMM_USER です。 

次の手順に従ってください： 

1. オペレーティング システムに対して JAVA_HOME 環境変数を設定しま

す。 

■ UNIX システム（Solaris 8 または 9、および Linux） 

# JAVA_HOME="/export/home/jre7" 

# export JAVA_HOME 

■ Windows システム（Windows 2003 および Windows 2008） 

2. ［System Properties］ダイアログ ボックスを開きます。 

3. ［Advanced］タブを選択し、［Environment Variables］をクリックしま

す。 

［Environment Variables］ダイアログ ボックスが表示されます。 

4. ［New System Variable］ページを表示するには、［Systems Variables］

リスト内の［New］をクリックします。  

a. JAVA_HOME という大文字と小文字が区別される変数を追加します。 

この変数名を大文字のみにし、インストールされた JRE の正しいパ

ス値を入力します。 

b. ［OK］をクリックして、システム変数リストへ新しい JAVA_HOME 

環境変数を追加します。 

注： JAVA_HOME 環境変数が存在する場合は、この変数が適切なパスを

参照することを確認します。 必要な場合、パス ステートメントを変更

します。  

5. Java バージョンを指定します。 

■ UNIX システム（Solaris または Linux） 

# $JAVA_HOME/bin/java -version 

java version "1.7.0_09" 

Java(TM) SE Runtime Environment (build 1.7.0_09-b04) 

Java HotSpot(TM) Server VM (build 17.1-b03, mixed mode) 

■ Windows システム（Windows 2003 および Windows 2008） 
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コマンド プロンプトを開き、以下のコマンドを実行します。 

C:¥>%JAVA_HOME%¥bin¥java –version 

java version "1.7.0_09" 

Java (TM) SE Runtime Environment (build 1.7.0_09-b06) 

Java HotSpot(TM) Server VM (build 17.0-b16, mixed mode) 

Java ホーム パスが設定されます。 
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CA Mediation Manager のインストール 

ここでは、CA Mediation Manager アプリケーションを Windows または UNIX 

システムにインストールする手順について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. オペレーティング システムに基づいて対応するコマンドで CA 

Mediation Manager のインストールを開始します。 

■ UNIX システム 

# $JAVA_HOME/bin/java –jar CAMM-Installer-2.2.2.jar 

■ Windows システム 

a. インストール CD ROM を挿入し、Windows エクスプローラを開

きます。 

b. 実行可能 JAR ファイル CAMM-Installer-2.2.2.jar を見つけてダブ

ルクリックします。 

2. ［Welcome］ダイアログ ボックスで［Next］をクリックします。 

3. 重要な情報を読み、［Next］をクリックします。 

4. 使用許諾契約を確認して［Next］をクリックします。 

5. CA Mediation Manager ソフトウェアをインストールするターゲット パ

スを指定します。 ほかに、［Choose］をクリックしてインストール場

所を参照する方法もあります。 

注： Windows システムにインストールする場合、デフォルト インス

トール ディレクトリは以下のとおりです。  

C:¥Program Files¥CA¥CAMM 

注： Unix システム（Linux または Solaris）にインストールする場合、デ

フォルト インストール ディレクトリは /opt/CA/CAMM です。 

6. 新規インストールの場合は［Typical］、既存のインストールをアップ

グレードする場合は［Upgrade］を選択します。 

7. 1 つ以上の必要なインストール パッケージを選択します。 

■ MultiController 

■ LocalController 

8. 以下の CA Mediation Manager 基本パラメータを設定します。 

User ID 
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CA Mediation Manager のインストール用の Generic Executor のユーザ 

ID を指定します。 ユーザ ID は CAMM_USER で、デフォルトで現在の

ユーザ ID になります。 

注： CA Mediation Manager をインストールするシステムに存在する有

効なユーザ ID を入力する必要があります。 有効なユーザ ID を指定し

ないと、エラーが発生し、インストールは失敗します。 

Port 

Generic Executor がリスンするポートを指定します。 

デフォルト： TCP ポート 29560 

9. （オプション）プライマリ MultiController の以下のパラメータを設定

します。 

注： このインストールが最初のインストールである場合は、プライマ

リ MultiController を設定します。 後のダイアログ ボックスでセカンダ

リ MultiController を設定できます。 

MC IP Address 

この MultiController の IP アドレスを指定します。 

MC Port 

MultiController が動作するポートを指定します。 

デフォルト： 29599 

MC Type 

この MultiController がプライマリかセカンダリかを指定します。 

Failover Threshold 

秒単位で、ハートビート メッセージを受信しない経過時間を指定

し、LocalController の障害を通知します。 このしきい値に達すると、

MultiController はスタンバイ LocalController をアクティブにします。 

Will the other MC exist in the cluster? 

別の MultiController がクラスタ内に存在するか存在する可能性が

あることを示します。 

10. （オプション）同じクラスタ内の別の MultiController の以下のパラ

メータを設定します。 

The Other MC IP 

プライマリ MultiController をインストールし設定した場合、セカン

ダリ MultiController の IP アドレスを指定します。 
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前の手順でセカンダリ MultiController をインストールした場合、こ

の値はプライマリ MultiController の IP アドレスです。 

このサーバがバックアップ サーバである場合は、セカンダリ 

MultiController を別のホスト サーバにインストールします。 

11. Web 認証用の以下のパラメータを設定します。 

User 

CA Mediation Manager Web マネージャの役割を担うユーザのログ

イン名を指定します。 

デフォルト： Admin 

Password 

CA Mediation Manager Web マネージャ管理者アカウント用のログ

イン パスワードを指定します。 

12. （オプション）LocalController の以下のパラメータを設定します。 

Engine および Presenter のサブコンポーネントが存在する任意のサー

バ上に少なくとも 1 つの LocalController が必要です。 

LC IP 

LocalController の IP アドレスを指定します。 

LC Port 

この LocalController が動作するポートを指定します。 

デフォルト： 29598 

LC Type 

LocalController がアクティブかスタンバイかを指定します。 

Failover Threshold 

ハートビート メッセージを受信せずに経過した時間を秒単位で指

定します。これは、サブコンポーネントの障害を通知します。 し

きい値に達すると、LocalController は Engine、Presenter、または両

方を再起動します。 

13. インストールのサマリを確認して［Install］をクリックします。 

14. ［Done］をクリックします。 

インストールは終了です。 

15. $CAMM_HOME に移動し、version.xml ファイル内のインストーラ情報

を確認します。 version.xml ファイルの内容の形式は以下のとおりです。 

<?xml version="1.0" ?> 
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<CAMM-Version> 

   <Current> 

     <Version><2.2.2>/Version> 

     <Revision><Installer revision number></Revision> 

   </Current> 

</CAMM-Version> 

16. アプリケーションを起動するために［Start］をクリックします。 

CA Mediation Manager アプリケーションが起動します。 
 

サービスの開始と停止 

以下の情報は、UNIX および Windows の CA Mediation Manager でのサービ

スの開始および停止の説明です。 
 

UNIX 

startall/stopall スクリプトを使用して、CA Mediation Manager を起動または

停止できます。 CA Mediation Manager がシステムの起動時に自動的に実行

され、システムのシャットダウン時に自動的に停止するように、別のスク

リプト init.camm が UNIX ホスト init スクリプトにインストールされます。 

init スクリプトをインストールするには、CAMM ホーム ディレクトリで 

root または sudo su として以下のコマンドを実行します。 

shell# tools/init.camm.install 

CA Mediation Manager は、システムの起動時に自動的に起動し、システム

のシャットダウン時に自動的に停止します。  

コマンド init.camm.uninstall はこの設定を削除します。 

shell# tools/init.camm.uninstall 
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Windows 

Windows で CA Mediation Manager インストール中に、Generic Executor およ

び Web コンポーネントは Windows サービスとして登録されます。 サービ

ス名は、CAMM-GE-{user}-{port} および CAMM-tomcat7-8880 です。 

デフォルトでは、これらのサービスは手動で開始されます。 Linux と同様、

Windows で、CA Mediation Manager がシステムの起動時に自動的に起動し、

システムのシャットダウン時に自動的に停止するように、

init.camm.install.bat を実行できます。 

C:/CAMM/tools/init.camm.install.bat 

コマンド init.camm.uninstall.bat はこの設定を削除します。 

C:/CAMM/tools/init.camm.uninstall.bat 

以下の図では、サービスを開始および停止するプロセス フローを示しま

す。 
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CA Mediation Manager のアンインストール 

以下の手順では、CA Mediation Manager ソフトウェアをアンインストール

する方法について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. （オプション）以下のコマンドを使用して、CA Mediation Manager ク

ラスタを停止します。 

■ Windows システム： 

%CAMM_HOME%¥tools¥stopall.bat 

■ UNIX システム： 

$CAMM_HOME/tools/stopall 

2. （オプション）CA Mediation Manager コンポーネントがすべて停止す

るまで待機します。 

注： アンインストーラは CA Mediation Manager の削除に進む前に、CA 

Mediation Manager を停止します。 

3. 以下のコマンドを実行します。 

■ Windows システム： 

"%JAVA_HOME%¥bin¥java" –jar  

%CAMM_HOME%¥_CAMM_installation¥uninstaller.jar 

■ UNIX システム： 

"$JAVA_HOME¥bin¥java" –jar 

$CAMM_HOME/_CAMM_installation/uninstaller.jar 

 ［Uninstall］ダイアログ ボックスが表示されます。 

4. ［Uninstall］をクリックします。 

アンインストーラは CA Mediation Manager を停止し、削除プロセスを

開始します。 削除プロセスが完了すると、［Uninstall Complete］ウィ

ンドウが表示されます。 

5. ［Done］をクリックします。 

CA Mediation Manager がアンインストールされます。 
 



CA Mediation Manager のアンインストール 

 

第 2 章： CA Mediation Manager のインストール  23  
 

 

 

 

 

 

 
 



CA Mediation Manager のアップグレード 
 

24  インストール ガイド 
 

CA Mediation Manager のアップグレード 

製品の最新リリースが必要な場合、CA Mediation Manager をアップグレー

ドします。 

次の手順に従ってください： 

1. オペレーティング システムに基づいてそれぞれのコマンドで CA 

Mediation Manager のインストールを開始します。 

■ UNIX システム 

# $JAVA_HOME/bin/java –jar CAMM-Installer-2.2.2.jar 

■ Windows システム 

a. インストール CD ROM を挿入し、Windows エクスプローラを開

きます。 

b. 実行可能 JAR ファイル CAMM-Installer-2.2.2.jar を見つけてダブ

ルクリックします。 

2. ［Welcome］ダイアログ ボックスで［Next］をクリックします。 

3. 重要な情報を読み、［Next］をクリックします。 

4. 使用許諾契約を確認して［Next］をクリックします。 

5. CA Mediation Manager ソフトウェアをインストールするターゲット パ

スを指定します。 ほかに、［Choose］をクリックしてインストール場

所を参照する方法もあります。 

注：  

■ Windows システムにインストールする場合、デフォルト インス

トール ディレクトリは C:¥Program Files¥CA¥CAMM です。 

■ Unix システム（Linux または Solaris）にインストールする場合、デ

フォルト インストール ディレクトリは /opt/CA/CAMM です。 

6. ［Upgrade］を選択し、［Next］をクリックします。 

7. アップグレード サマリを確認し、［Install］をクリックしてアップグ

レード プロセスを開始します。 

8. ［Done］をクリックします。 

注： インストーラが終了する前に、CA Mediation Manager が起動します。 

インストーラは CA Mediation Manager を停止し、アップグレード プロ

セスを開始します。 既存のファイルはすべて上書きされます。 



CA Mediation Manager のアップグレード 

 

第 2 章： CA Mediation Manager のインストール  25  
 

以下のフォルダ内のファイルは保持されます。 

■ $CAMM_INSTALL_DIR/MC/repository 

■ $CAMM_INSTALL_DIR/Queue 

■ $CAMM_INSTALL_DIR/output 

■ $CAMM_INSTALL_DIR/COMPONENTS 

注： CAMM_INSTALL_DIR/tools フォルダ内のカスタム スクリプトを

バックアップすることをお勧めします。 

CA Mediation Manager がアップグレードされます。 

9. $CAMM_HOME に移動し、version.xml ファイル内のアップグレードさ

れたインストーラ情報を確認します。 version.xml ファイルの内容の形

式は以下のとおりです。 

<?xml version="1.0" ?> 

<CAMM-Version> 

   <Current> 

     <Version><2.2.2>/Version> 

     <Revision><Installer revision number></Revision> 

   </Current> 

   <History> 

      <Build> 

         <Version>2.1.4 or 2.1.3</Version> 

         <Revision>Installer revision number</Revision> 

      </Build> 

  </History> 

</CAMM-Version> 
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第 3 章： デバイス パックのインストール 
 

デバイス パックは、XML 設定、ServingXml/Groovy、および XQuery ファイ

ルのセットです。 デバイス パックは、特定のデバイスのセットからデー

タを取り出し、CA eHealth、CA Spectrum、CA Infrastructure Management な

どのノース バウンド ゲートウェイが理解できる形式に変換します。 

注： この章で示される情報は CA Mediation Manager のみに適用されます。 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

デバイス パックのインストール (P. 28) 

CA eHealth 認証のインストール (P. 30) 

デバイス パックのアンインストール (P. 32) 

デバイス パックのアップグレード (P. 33) 
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デバイス パックのインストール 

CA Mediation Manager Web UI によってデバイス パックをインストールで

きます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Mediation Manager Web UI を起動します。  

http://<PrimaryMCMachineIP>:<web-port>/tim-web/index.htm 

<web-port > は CA Mediation Manager のインストール時に設定された

ポート番号、<PrimaryMCMachine IP> はプライマリ MultiController シス

テムの IP アドレス/ホスト名です。 

2. ログイン認証情報を入力します。 

3. ダッシュボード内の CA Mediation Manager クラスタ ノードからデバ

イス パックを選択します。 

4. ［Install］を選択します。 

［Deployment Selection］ダイアログ ボックスが表示されます。 

5. ［Destination］ドロップダウンからデバイス パックをインストールす

るインストール先 LocalController を選択します。 

■ インストールするデバイス パックが CA Mediation Manager の現在

のリリースに付属しているデバイス パック リポジトリにある場

合は、［MultiController Repository］チェック ボックスをオンにし

ます。 

■ インストールするデバイス パックがデバイス パック リポジトリ

になく、ローカル システムに存在する場合は、［Browse］ボタン

を使用してデバイス パックを見つけます。 

6. インストールする ENGINE_<devicepack>.zip ファイルまたは 

PRESENTER_<devicepack>.zip ファイルを選択します。 

7. ［Next］を選択します。 

選択された Engine または Presenter のグローバル外部変数が表示され

ます。 

8. インストールされるデバイス パックに固有の設定パラメータを指定

します。 

注： 特定のデバイス パック設定ファイルの詳細については、Web UI か

ら［ReadMe］を選択して対応する Engine の Readme ファイルを参照し

てください。 
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9. ［Finish］を選択します。 

デバイス パックがインストールされます。 
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CA eHealth 認証のインストール 

CA eHealth で使用する認証をインストールします。 

次の手順に従ってください： 

1. 以下の前提条件を満たしていることを確認します。 

■ CA eHealth をインストールするために使用されたのと同じユーザ

認証情報を使用して、CA eHealth サーバに LocalController をインス

トールする必要があります。 

■ CA eHealth サーバで実行されている LocalController に 

PRESENTER_<devicepack> コンポーネントをインストールする必要

があります。 

■ $NH_HOME を CA eHealth インストール ディレクトリに設定する必

要があります。 確認するために、以下のコマンドを実行します。 

echo $NH_HOME 

2. $CAMM_HOME/MC/eHealthCerts/CERT_<devicepack>.zip ファイルを CA 

eHealth サーバの $NH_HOME ディレクトリにコピーします。  

3. コマンド プロンプトを開き、「bash」と入力し、以下のコマンドを実

行します。  

unzip CERT_<devicepack>.zip 

4. $NH_HOME/modules/<devicepack>/camm.env スクリプトを変更して、

JRE へのパス詳細および CAMM インストール フォルダを指定します。  

5. $CAMM_HOME/output/PRESENTER_<devicepack> から 

$NH_HOME/modules/<devicepack>/ddiData へのソフト リンクを作成し

ます。 

6. $NH_HOME/db/data/variable.usr_<devicepack> ファイルの内容を 

$NH_HOME/db/data/variable.usr に追加します。 

■ 内容を結合する前に、重複した変数が両方のファイルにあるかど

うかを確認します。 

■ 重複した変数が見つかった場合は、重複した変数を削除し、最

終的な $NH_HOME/db/data/variable.usr ファイルを保存します。 

■ variable.usr ファイル内の最終変数を確認し、変数をマップします。 

■ variable.usr ファイルおよび elementTypeVariable.usr ファイル内の

変数 ID のマッピングを確認します。 
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■ elementTypeVariable.usr ファイルのマップされた変数 ID が 

variable.usr ファイルにあることを確認します。 

7. $NH_HOME/db/data/elementTypeVariable.usr_<devicepack> ファイルの

内容を $NH_HOME/db/data/elementTypeVariable.usr に追加します。  

8. 以下のコマンドを使用して、CA eHealth サーバを停止します。  

nhServer stop  

9. 以下のコマンドを使用して、ソフトウェア アップグレード用のデータ

ベース スキーマを変換します。  

nhConvertDb 

データベース変換が正常に実行されるまで待機します。 

10. 以下のコマンドを使用して、CA eHealth サーバを起動します。  

nhServer start  

11. 特定のポーリング要件に合わせて、

$NH_HOME/modules/<devicepack>/modules.defaults.init を変更します。  

12. $NH_HOME/modules/camm<devicepackname> ディレクトリに移動し、

以下のコマンドを実行して新しいエレメントを検出します。  

./cammpoll –c –j -l 

CA eHealth は、自動的に cammpoll を呼び出して、エレメントをポーリ

ングします。  

［Manage Resources］-［Groups］-［<devicepack>］にある［CA eHealth 

OneClick］にエレメントが表示されると、cammpoll は成功です。 

注： cammpoll は手動で 1 回のみ実行します。 cammpoll コマンドを手動で

実行した後の状況を記録してください。これはエラー状態を表すためです。 

通常の動作では、CA eHealth は cammpoll コマンドを自動的に実行します。 
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デバイス パックのアンインストール 

デバイス パックは、Web UI を使用して CA Mediation Manager から削除で

きます。 Engine および Presenter の両方を削除できます。 

次の手順に従ってください： 

1. Web UI から、アンインストールするコンポーネント（Engine または 

Presenter）を選択します。 

2. ［Remove］をクリックします。 

［Remove Sub-Components］ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. ［Yes］をクリックします。 

デバイス パックがアンインストールされます。 
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デバイス パックのアップグレード 

CA Mediation Manager Web UI を使用して、デバイス パックをアップグレー

ドできます。 

次の手順に従ってください： 

1. Web UI から［Upgrade］を選択します。 

［Deployment Selection］ダイアログ ボックスが表示されます。 

2. アップグレードするコンポーネント（Engine または Presenter）を選択

します。 

3. ［Destination］ドロップダウンから、デバイス パックをアップグレー

ドする宛先 LocalController を選択します。 

■ アップグレードするデバイス パックが CA Mediation Manager の現

在のリリースに付属しているデバイス パック リポジトリにある

場合は、［MultiController Repository］チェック ボックスをオンに

します。 

■ アップグレードするデバイス パックがデバイス パック リポジト

リになく、ローカル システムに存在する場合は、［Browse］ボタ

ンを使用してデバイス パックを見つけます。 

4. アップグレードする ENGINE_<devicepack>.zip ファイルを選択します。 

5. ［Next］を選択します。 

選択された Engine または Presenter のグローバル外部変数が表示され

ます。 

6. アップグレードするデバイス パックに固有の設定パラメータを指定

します。 

注： 特定のデバイス パック設定ファイルの詳細については、Web UI か

ら［ReadMe］を選択して対応する Engine の Readme ファイルを参照し

てください。 

7. ［Finish］を選択します。 

デバイス パックがアップグレードされます。 
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第 4 章： CA Mediation Manager for 

Infrastructure Management 2.0、リリース 

2.2.2 用デバイス パックのインストール、ア

ンインストール、アップグレード 
 

Data Aggregator は要素管理システム（EMS）をサポートします。 このデバ

イス パック統合は、インベントリおよびパフォーマンスのデータ用の非 

SNMP デバイスをポーリングするように設計されています。 Data 

Aggregator/EMS デバイス パックは、Data Aggregator および CA Performance 

Center と連携してパフォーマンス レポートを提供します。 

注： この章で示される情報は CA Mediation Manager for Infrastructure 

Management 2.0 のみに適用されます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

前提条件 (P. 35) 

アップグレードに関する考慮事項 (P. 36) 

デバイス パックのインストールまたはアップグレード (P. 36) 

デバイス パックのアンインストール (P. 39) 
 

前提条件 

デバイス パックをインストールする前に以下の前提条件を満たす必要が

あります。 

■ FTP または SFTP をデバイス サーバにインストールする 

■ CA Performance Center および Data Aggregator コンポーネントをインス

トールする 

注： CA Performance Center および Data Aggregator のインストールの詳

細については、それぞれのインストール ガイドを参照してください。 
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アップグレードに関する考慮事項 

この製品統合では、いくつかのアップグレードを組み合わせることができ

ます。 

Data Aggregator または CA Performance Center のみのアップグレード 

アップグレードをインストールする前に特別な手順は必要ありません。 

EMS 統合プロファイルは、アップグレード中に実行を続行できます。  

Data Aggregator または CA Performance Center への新しいデバイス パックの

追加 

新しいデバイス パックは、Data Aggregator または CA Performance 

Center の現在のバージョンまたはアップグレードされたバージョンに

追加できます。 既存の EMS 統合プロファイルは、新しいデバイス パッ

クをインストールする間、実行を続行できます。 

EMS デバイス パックのみのアップグレード 

既存の EMS デバイス パックの EMS プロファイルは、これらのデバイ

ス パックへのアップグレードが完了する前に停止する必要がありま

す。 インストーラは、停止する EMS プロファイルについてユーザに通

知します。 
 

デバイス パックのインストールまたはアップグレード 

デバイス パックのインストール プロセスはコンソール モードのみをサ

ポートします。 1 回のインストールで、複数のデバイス パックおよび複数

のベンダー認定をインストールできます。 

注： 一部の内容は CA Mediation Manager の旧リリースには適用されません。 
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次の手順に従ってください： 

1. CA Performance Center がインストールされているホストにログインし

ます。 

注： このタスクを実行するには、管理者としてログインする必要があ

ります。 

2. 以下のファイルまたはフォルダを取得するには、ems_installer.zip ファ

イルを解凍します。 

core 

このフォルダには重要なライブラリおよびプラグインが含まれま

す。 

devicepacks 

このフォルダにはデバイス パックが含まれます。 

conf.properties 

この設定ファイルはインストールに使用されます。 

ems-installer-bin.jar 

このファイルはインストーラ ファイルです。 
 

3. インストールを開始するには、java –jar ems-installer-bin.jar を実行しま

す。 
 

4. 繰り返し Enter キーを押して使用許諾契約書をスクロールします。 使

用許諾契約書の最後で「yes」と入力し、Enter キーを押して使用許諾

契約書に同意します。 

5. CA Performance Center ユーザ名、パスワード、および HTTP ポート番号

を指定します。 

デフォルト： admin, admin, 8181 
 

6. Data Aggregator IP アドレスを指定します。 

注： Data Aggregator がデータ ソースとして追加されていない場合、こ

の IP アドレスを指定します。 指定しない場合、EMS インストーラは 

Data Aggregator 情報を検索します。 
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7. Data Aggregator HTTP ポートを指定するか、または Enter キーを押して

デフォルト ポートをそのまま使用します。 

8. 以下のいずれかのオプションを入力し、Enter キーを押します。 

■ 認証を Data Aggregator にインストールするには、「1」を入力しま

す。 

■ デバイス パックを Data Collector にインストールするには、「2」

を入力します。 

■ ビューを CA Performance Center にインストールするには、「3」を

入力します。 

■ 3 つのオプションをすべてインストールするには、「1,2,3」を入力

します。 カンマを使用して、オプションを区切ります。 
 

9. Data Aggregator にインストールする認証を選択します。 複数の認証を

インストールするには、カンマでオプションを区切ります。 たとえば、

オプション 1、3、4 をインストールするには、「1,3,4」と入力して Enter 

キーを押します。 
 

10. デバイス パックをインストールまたはアップグレードする Data 

Collector をリストから選択します。 

11. Data Collector HTTP ポートを指定するか、または Enter キーを押してデ

フォルト ポートをそのまま使用します。 
 

12. Data Collector にインストールする 1 つ以上のデバイス パックを選択

します。 複数のデバイス パックをインストールするには、カンマでオ

プションを区切ります。 
 
 

13. インストールするデバイス パック ビューを選択します。 複数のオプ

ションをインストールするには、カンマでオプションを区切ります。 
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14. インストーラが通知した EMS プロファイルを停止します（アップグ

レードにのみ適用）。 インストール後に再起動できるように、プロファ

イルの名前を書き留めます。 

注： Data Aggregator 管理ユーザ インターフェースを使用して、EMS プ

ロファイルを停止および再起動します。 

15. インストール前のサマリを確認して、インストールを続行し開始する

場合は「yes」と入力し、終了する場合は「no」と入力します。 

インストーラが実行されます。 選択されたデバイス パックは、以下の

場所にインストールされます。 

■ ベンダー認定：  

$DATA_AGGREGATOR/opt/IMDataAggregator/apache-karaf-2.3.0/deploy 

■ デバイス パック：  

$DATA_COLLECTOR/opt/IMDataAggregator/apache-karaf-2.3.0/deploy 

■ ライブラリ： 

$DATA_COLLECTOR/opt/IMDataAggregator/apache-karaf-2.3.0/MediationCenter/l

ib 

■ プラグイン：  

$DATA_COLLECTOR/opt/IMDataAggregator/apache-karaf-2.3.0/MediationCenter/p

lugins 

注： デバイス パックがインストールされた後、ポーリングを開始するため

に EMS 統合プロファイルを作成します。 アップグレードする場合は、以

前に停止したプロファイルを再起動します。 
 

デバイス パックのアンインストール 

デバイスのデータをポーリングしない場合、デバイス パックをアンイン

ストールすることができます。 以下の手順に従うと、デバイス パックは

ユーザのシステムから完全に削除されます。 

注： このタスクを実行するには、管理者としてログインする必要がありま

す。 
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次の手順に従ってください： 

1. ［EMS Integration Profiles］リストからアンインストールを計画してい

る EMS 統合プロファイルを選択し削除します。  

2. 以下から対応するデバイス パック jar ファイルを削除します。 

$DATA_COLLECTOR/apache-karaf-2.1.3/deploy フォルダ 

3. 以下から対応するベンダー認定 jar ファイルを削除します。  

$DATA_AGGREGATOR/apache-karaf-2.1.3/deploy 

注： デバイス パックを再インストールするには、再度 EMS インストーラを

実行します。 
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